
平成21年8月24日

中国電力株式会社

島根原子力発電所3号機建設工事エリアでの作業員負傷について

  平成21年8月21日9時50分頃，島根原子力発電所3号機 原子炉建物2階の建設工事エリアにおいて，協力会社作業員が電線管支持構

造物の切断作業を行っていたところ，落下防止のための固定金具が外れ，当該電線管支持構造物（鉄製，約11キログラム）が落下し，下

方で監視をしていた作業員（42歳男性）の左手に当たり負傷しました。 

  このため，直ちに社有車で病院へ搬送し，医師の診察を受け，左手中指の爪の付根から先の部分の骨，神経，血管に損傷が見られ，

再接着手術を受けました。

  （15時45分手術開始，18時55分終了）

  本日（24日），今後4週間程度の入院加療を要すると診断されました。

以上

 関連リンク

・原子力発電（環境@エネルギー）
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